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錦
江
町
過
疎
地
域
産
業
開
発
促

進
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

　
法
律
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て

い
る
地
方
税
の
課
税
免
除
の
措

置
を
受
け
ら
れ
る
対
象
業
種
、

要
件
等
を
法
律
と
の
整
合
を
図

る
た
め
全
部
改
正
す
る
も
の
で

す
。

錦
江
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
が
失
効
し
、
新
た
に
過
疎

地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に

関
す
る
特
別
措
置
法
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
錦
江
町
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
薦

し
ま
し
た

　

人
権
擁
護
委
員
は
町
長
が
議

会
の
意
見
を
聞
い
て
、
法
務
大

臣
に
推
薦
し
ま
す
。

　

次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に

賛
成
し
ま
し
た
。

　

原
口　

照
美
さ
ん
（
再
任
）

【
木
原
自
治
会
】

　

任
期
は
令
和
４
年
１
月
１
日
か

ら
令
和
６
年
12
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

令
和
３
年
度
錦
江
町
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）を
承
認
し
ま
し
た
。

【
歳
出
】
新
害
虫
（
チ
ャ
ト
ゲ
コ

ナ
ジ
ラ
ミ
）
防
除
事
業
補
助
金

４
２
４
万
6
千
円

【
歳
入
】
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

４
２
４
万
６
千
円

錦
江
中
学
校
屋
内
運
動
場
屋
根
改

修
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た

契
約
の
方
法

　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

　
（
事
前
審
査
型
）

契
約
の
相
手
方

　

錦
江
町
城
元
５
２
０
番
地
１

　

株
式
会
社　

桑
原
組

代
表
取
締
役　

桑
原　

克
幸

契
約
金
額

　

７
，
０
４
０
万
円

　
令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
24
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
補
正
予
算
６
件
、
専
決
処
分
１
件
、
諮
問
１
件
、
発
議
１
件
、
決
算

認
定
７
件
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

定例会9月月

契
約

条
例

諮
問

過
疎
計
画

専
決
処
分
を
承
認

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実

を
求
め
る
意
見
書

① �

令
和
４
年
度
以
降
３
年
間
の
地
方
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
は
、「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
１
」
に
お
い
て
、
令
和
３
年

度
地
方
財
政
計
画
の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
実
質
的
に
同
水
準
を
確

保
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
社
会
保
障
関
係
経

費
が
増
大
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
他
の
地
方
歳
出
に
不
合
理
な
し

わ
寄
せ
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
、
十
分
な
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

② �

固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
の
極
め
て
重
要
な
基
幹
税
で
あ
り
、
制
度
の

根
幹
を
揺
る
が
す
見
直
し
は
、
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
生
産

性
革
命
の
実
現
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
講
じ
ら
れ
た
固
定
資
産
税
等
に
係
る
特
例
措
置
は
、
本
来
国
庫
補
助

金
等
に
よ
り
対
応
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
今
回
限
り
の
措
置
と
し
て
、

期
限
の
到
来
を
も
っ
て
確
実
に
終
了
す
る
こ
と
。

③ �

令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税

の
課
税
標
準
額
を
令
和
２
年
度
と
同
額
と
す
る
負
担
調
整
措
置
に
つ
い

て
は
、
令
和
３
年
度
限
り
と
す
る
こ
と
。

④ �

令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

の
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽
減
の
延
長
に
つ
い
て
、
更
な
る
延
長
は
断

じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

⑤ �

炭
素
に
係
る
税
を
創
設
又
は
拡
充
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
一
部
を
地
方

税
又
は
地
方
譲
与
税
と
し
て
地
方
に
税
源
配
分
す
る
こ
と
。

議
員
発
議

原
案
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
意
見
書
を
提
出
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● 一般会計

町有施設トイレ自動水栓化修繕
1,185万8千円などを可決

水産流通調整対策事業補助金
605 万 1 千円

生け簀の増設（コロナ対策）

地籍調査における測量設計等業務
△ 1,250 万円

事業確定による減額

町有施設トイレ自動水栓化修繕
1,185 万 8 千円

接触を減らすための自動水栓化（コロナ対策）

修繕料（維持補修）
630 万円

町営住宅退去予定分修繕費等の増

庁舎３階トイレ整備工事　
400 万円

男女別トイレへの改修（コロナ対策）

神川水田排水路整備工事費　
800 万円

井手ノ河地区

自書式投票用紙読取分類機の導入
590 万 7 千円

（コロナ対策）

町有施設整備基金元金積立
9,690 万 6 千円

余剰財源による積立

　一般会計、特別会計の補正予算を原案のとおり可決しました。主なものは次の通りです。

● 簡易水道事業
修繕料（維持補修）

592 万 3 千円
不測の事態対応のための増

● 農業集落排水事業
修繕料（維持補修）

113 万 1 千円
麓地区浄化センター等の修繕料

● 介護保険事業（保険事業勘定）
一般会計繰出金

656 万 6 千円
令和元・２年度清算分

一般会計繰出金
54 万３千円

令和元・２年度精算分

● 介護保険事業（サービス事業勘定）
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　決算の内容を詳しく知りたい方
は、町ホームページ「監査等の結
果について」から、「決算及び資金
運用状況審査意見書」（令和３年度
実施分）をご覧ください。

【URL】
http://www.town.kinko.lg.jp/soshiki/28/78387.html

【QR コード】

自主財源
17.6％

依存財源
82.4％

歳入

歳出

議会費
9,197万円 （1.2%）

総務費
24億1,253万円

 （32.1%）

農林水産業費

5億2,753万円

（7.0%）
衛生費
3億8,828万円 （5.2%）

公債費
8億3,586万円

 （11.1%）

教育費
6億996万円 

（8.1%）

土木費

6億434万円

（8.0%）

消防費
2億5,988万円
（3.5%）

商工費

7,683万円（1.0%）
民生費

17億1,547万円
（22.8%）

借り入れ金への

返済金です。

介護・医療・子育て支

援など福祉のための

予算です。

〈前年度比84.9%増〉

〈前年度比18.4％増〉

地方交付税
　32億6,334万円（42.5%）

分担金・負担金　2,441万円（0.3%）

財産収入　2,595万円（0.3%）

使用料・手数料　8,379万円（1.1%）

寄附金　2億2,351万円(2.9％)

諸収入　7,504万円（1.0％）

国庫支出金
16億4,000万円
（21.4%）

県支出金
4億6,977円

（6.1%）

町債
　6億8,644万円

（8.9%）

町税
6億3,458万円

（8.3%）

地方譲与税など
2億6,313万円（3.4%）

繰越金　1億3,806万円（1.8%）

繰入金　1億4,504万円（1.9%）

新型コロナウイルス対策事業
（４億 3,559 万円） や、 特別
定額給付金事業 （７億 3,330
円） の実施により、 大幅に
増加しました。

うち2億2,081万円は、
ふるさと納税、200万円
は、企業版ふるさと納
税によるものです。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
９
月
９
日

に
現
地
調
査
、
10
日
、
13
日
、
14
日
の
３
日
間
で

全
課
を
対
象
に
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
合
わ

せ
て
７
会
計
の
令
和
２
年
度
決
算
に
つ
い
て
集
中

的
に
審
査
を
行
い
、
す
べ
て
認
定
し
ま
し
た
。

　

様
々
な
質
疑
が
出
ま
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
も
の
を
要
約
し
て
お
伝
え
し

ま
す
。

一般会計  歳出75億2,476万円、歳入76億7,306万円

－令和２年度決算審査－
令和２年度決算
認定

【自主財源】	町が自主的に調達できる財源
	 固定資産税、町民税、手数料、寄附金など
【依存財源】	国や県からの交付またはその意思決定による財源
	 地方交付税、国県補助金、町債など
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徹底審議！！ 予算の使い道は

町
補
助
金
、
精
査
を

議
員　
各
種
団
体
へ
の
活
動
補
助
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ

禍
で
活
動
の
自
粛
が
続
い
た
が
、
こ
れ
を
機
に
各
団
体

そ
れ
ぞ
れ
活
動
内
容
を
精
査
し
、
交
付
額
を
見
直
す
考

え
は
な
い
か

総
務
課　
精
査
す
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
に
き
て
い
る
。
来

年
度
の
当
初
予
算
に
向
け
て
、
具
体
的
に
検
討
し
た
い

土
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
、
今
後
は

議
員　
年
々
、
老
朽
化
に
よ
り
修
繕
費
が
上
が
っ
て
い

る
が
、
今
後
の
施
設
の
在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

町
長　
農
業
と
畜
産
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
に
は

必
要
な
施
設
で
、
製
造
ラ
イ
ン
を
短
く
す
る
な
ど
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
後
も
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
す
る
な
ど
し
な
が
ら
、
維
持

す
る
方
向
で
検
討
し
た
い

紙
お
む
つ
助
成
、
対
象
は

議
員　
寝
た
き
り
高
齢
者
等
紙
お
む
つ
助
成
事
業
に

つ
い
て
、
利
用
者
に
よ
っ
て
は
尿
取
り
パ
ッ
ド
の
ほ
う

が
利
便
性
が
高
い
と
の
声
が
あ
る
が

介
護
福
祉
課　
尿
取
り
パ
ッ
ド
も
助
成
の
対
象
に
し

て
い
る
。
利
用
者
に
と
っ
て
、
よ
り
よ
い
ほ
う
を
選
択
さ

れ
る
よ
う
、
周
知
し
た
い

文
化
セ
ン
タ
ー
、
経
費
削
減
を

議
員　
維
持
経
費
の
中
で
も
、
特
に
電
気
料
に
多
額

の
予
算
を
費
や
し
て
い
る
が
、
今
後
の
削
減
策
な
ど
あ

る
か教

育
課　
対
策
と
し
て
、
大
隅
半
島
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
契
約
し
た
。
今
後
も
、
よ
り
安
く
で
き
る
方
法

が
あ
れ
ば
、
導
入
を
検
討
し
た
い

水
道
使
用
料
、
未
納
対
策
を

議
員　
監
査
意
見
書
に
よ
る
と
、
年
々
、
未
納
額
が

増
え
て
い
る
が
、
解
消
の
た
め
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考

え
て
い
る
か

建
設
課　
催
告
通
知
や
停
水
を
行
い
な
が
ら
、
こ
ま

め
に
徴
収
に
い
く
な
ど
し
た
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
普
及
促
進
を

議
員　
受
付
に
会
計
年
度
任
用
職
員
を
雇
用
す
る
な

ど
し
て
い
る
が
、
本
町
は
普
及
率
が
か
な
り
低
い
。
デ

ジ
タ
ル
庁
の
創
設
な
ど
国
の
施
策
を
考
え
る
と
、
普
及

を
徹
底
す
べ
き
で
は
な
い
か

住
民
税
務
課　
窓
口
の
時
間
を
延
長
す
る
な
ど
し

て
対
応
し
て
い
る
。
身
分
証
明
や
、
今
後
は
保
険
証

と
し
て
使
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
普
及
の
促
進
に

努
め
た
い

特別会計　歳出 28 億 568 万円、歳入 29 億 214 万円

会　計　名 歳入総額 歳出総額 差引額 歳出の前年度比
国民健康保険事業 12 億 4,994 万円 12 億 4,561 万円 433 万円 2.3％減

後期高齢者医療事業 1 億 3,979 万円 1 億 3,953 万円 26 万円 10.7％増

介護保険
事　　業

保 険 事 業 勘 定 13 億 1,665 万円 12 億 3,200 万円 8,465 万円 0.9％減

サービス事業勘定 1,024 万円 969 万円 55 万円 6.0％増

簡 易 水 道 事 業 1 億 5,500 万円 1 億 4,922 万円 578 万円 33.7％増

農業集落排水事業 3,052 万円 2,963 万円 89 万円 0.6％減

全 405 回の質疑応答からピックアップ
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※賛否の表示は、○賛成、×反対となっています。
※議長には、表決権がありません。

　令和３年第３回　定例会（９月議会）

議案番号 案件名
賛否の結果

久
保
久
本
厚
ヶ
瀨
浪
瀨
染
川
池
田
川
越
小
吉
水
口
中
野
落
司
笹
原

議案第35号 令和３年度錦江町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第36号 令和３年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第37号 令和３年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第38号 令和３年度錦江町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第39号 令和３年度錦江町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第40号 令和３年度錦江中学校屋内運動場屋根改修工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第41号 令和３年度錦江町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第42号 錦江町過疎地域産業開発促進条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第43号 錦江町過疎地域持続的発展計画の策定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

発議第２号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

承認第４号 専決した事件の承認（令和３年度錦江町一般会計補正予算（第３号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定第１号 令和２年度錦江町一般会計歳入歳出費決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定第２号 令和２年度錦江町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決済の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定第３号 令和２年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決済の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定第４号 令和２年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定第５号 令和２年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定第６号 令和２年度錦江町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定第７号 令和２年度錦江町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案に対する各議員の賛否状況

　錦江町議会では、町民の皆さんがもっている課題など幅広く意見をうかがって、その対策
を町政などに反映させていくために、意見交換会を開催するように、議会基本条例で定めら
れています。希望される団体等がありましたら、議会事務局へ申込用紙が準備してあります
ので、直接申し込むか、若しくはメールで申し込んでください。なお、自治会若しくは町内
の団体に限りますので、個人では申し込むことはできません。

議会事務局（直通）：22－3045
E メールアドレス：gikan-h@town.kinko.lg.jp

各種団体の皆様、
議会議員と意見交換されませんか。
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1 麓

▶▶▶

1
麓自治会では近くにあります堂之元公園を

もう少し整備していただければ、自治会活動
（グランドゴルフ等 ) でも使用できるのではな
いかと思います。また、近所の自治会でも利
用ができると思っています。

大根占地区の堂之元・松崎・大橋の３児童
公園は、令和２年度の利活用検討事業での意
見を基に、本年度から整備することとしてい
ます。
本年度は松崎公園のコンビネーション遊具
の設置、大橋公園のツリーハウス設置及びト
イレ撤去を行い、堂之元公園は今後検討し、
整備していく計画です。

2 大橋上・大橋下・木原

▶▶▶

2
町道木原線の全面改良工事でありますが、

いつまで経っても事態は改善せず業を煮やし、
差し当たり当面の課題である、入口両側等の
角切工事の今年度内完成をお願いするため、
関係自治会合同で要望いたします。

町道木原線の入口２箇所の角切と木場大橋
線２箇所の角切については、いずれも地権者
の承諾書を提出していただければ実施に向け
て進めていきます。木場大橋線の入口の１箇
所については立上式消火栓が設置されている
ことと建物補償費等が発生することから一考
の余地があると考えます。なお、当入口付近
の町営住宅１戸を今年度解体することから、
見通しがこれまでより良くなると思われます。
以上のようなことを含め、これまで承諾のあっ
た箇所から随時実施に向けて進めていくよう
要望しています。

3 京町

▶▶▶

3
①�　高潮、高波対策として現在の防波堤の改
善。

②�　死亡に関して、特に身寄りがない独居老
人の遺品整理等の資金助成。

①�　県への要望書が必要となりますので、関
係自治会や地区公民館等からの要望書を作
成いただき、提出をお願いします。
②�　家財撤去に関する資金助成はありません。
しかし、空き家の利活用を考えて、前提と
して空き家バンクに登録されている物件で
あれば、空き家リフォーム支援事業の中で
家財道具等撤去及び処理について助成があ
り、撤去等に要した費用に上限 20 万円が
助成されます。

要望・意見
自治会

対応策
議会

自治会長さんから

聴取しました

要望
意見

　議会の活動報告と町民の皆様の町政全般について幅広くご意見を
お伺いするために、例年７月に開催している議会報告会を昨年同様、
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止致しました。
　そのため、自治会長さんから日頃感じておられることを書面で提出
していただき、それらの対応策について担当課等を通じて調査し、取
りまとめが完了しましたので報告します。
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4 瀬戸山
▶▶▶

4
栄町交差点近くの日記屋山手からの道路と
国道との交差点の数十メートル手前の花壇に
「信号付近　脇道あり　思いやり運転を」等の
看板を設置していただきたい。

屋外広告物となりますので、県庁都市計画
課に問い合わせたところ、第２種禁止地域の
禁止物件（路傍樹）に公共団体が設置すると
しても、269 号線の道路管理者（県）と警察
の協議が必要となります。

5 上之宇都
▶▶▶

5
上之宇都自治会内に設置してありますカー
ブミラーの件になります。ミラー枠が結構破
損しています。点検、よろしくお願いいたし
ます。

担当が点検した結果、カーブミラーの枠に
破損はありますが、ミラーの機能については
問題がないことを確認しました。

6 神川城
▶▶▶

6
来年度の改良工事で、対応を計画しています。　隈元様宅近くの溝が詰まるので、改善修理

をしていただきたいです。

7 神川上

▶▶▶

7
①�　役場からの情報発信は町民目線（特に高
齢者目線で）で分かりやすく。
②�　月に２回の配布物は、十分検討する。放
送でできるものは放送でする。徹底のため
の数回放送。
③�　職員はできるだけ町内を回って住民と触
れ合い、住民の意見など取り入れながら仕
事に生かす。そうすることにより、町民と
の信頼関係が深まり仕事もしやすくなるの
ではないか。

①�　防災行政無線の放送文について、「詳しく
は町ホームページで確認してください。」は
「役場〇〇課までお問い合わせください。」
に改めるよう改善し、町が発信する文書に
ついては、無駄のない情報、わかりやすい
表現、文字の大きさなどチェック体制を強
化していくとのことです。
②�　町民へ発信する情報の精選とその手段（文
書・放送等）について、十分に検討するよ
う職員に周知し、発信される情報に無駄が
ないように確認体制を強化していきます。
③�　町内 10 地区の公民館主事や役員、自治
会役員など職員が努めているところもあり、
多くの職員が各地区行事等に参加し、町民
のみなさんと一緒に活動しています。今後
もさらに積極的な参加を呼び掛け、地区住
民のみなさんとのふれあいを深め、意見を
聴集できるよう呼び掛けていきます。

8 神川中

▶▶▶

8
　神川海岸は、地区住民の憩いの場から今で
は影絵やキャンプ場など錦江町の観光名所に
なっています。
しかしながら、現地は砂が堤防側と公園側に
寄って来て盛り上がり、公園から砂浜への階
段も砂に埋もれています。その結果、砂浜の
面積が減少し、海岸線が陸地側へ大きく迫っ
ています。
　このことから、盛り上がった砂を海側に押
し出して、広い砂浜を蘇らせる方策を検討さ
れるよう要望します。

　県への要望書が必要となりますので、関係
自治会や地区公民館等から要望書を作成いた
だき、提出をお願いいたします。
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9 神川中原

▶▶▶

9
神川中原線の中間あたり前後かなり道路が

傷み、再三に渡り町にお願いしていますが、
なかなか納得のいく補修がなされていません。
予算の都合でということは何回も聞いていま
すが、我々の考えでは、それ程かかる工事で
はないと思います。自治会の戸数は少ないで
すが畜産関係（農場）が多いこともあって、
運搬車輌等が頻繁に出入りしています。

神川中原線は平成 22 年度から少しずつで
はありますが補修工事が進められ、全体の半
分以上は完了しており本年度も工事が行われ
ます。しかしながら、未だ補修のない路面や
路肩の破損はもちろん、ガードレールの破損
や道路へ覆いかぶさった樹木等、安全面で問
題がある箇所も多いところです。また、畜産
業者の大型車も通り、現在のままでは大きな
事故につながる可能性も高いように感じます。
交通量が少ないので予算を組みにくいとは思
いますが、毎日地域の方々が利用する道路で
す。利用する地域の方々の声をしっかりと聞
きながら、優先度の高い箇所から補修できる
ように取り組んでいきたいと思います。

10 壱崎

▶▶▶

10
壱崎公民館前の町道が陥没、また、大人の

足が入るほど穴が開いています。道路が狭い
ために車が通ると人は側溝を歩くことになり
危険です。また、自治会内の盲目の女性も日
頃通る道であり、大事故になる前に早急に工
事が必要と思っております。確認をよろしく
お願いいたします。

建設課で対応しました。

11 才原

▶▶▶

11
①�　毎年８月に実施している町道草払いだが、
高齢化が進み実施することができない。そ
のため、町に実施を依頼したい。

②�　帰り山から笑喜へ抜ける道路も草が生い
茂ると道幅が狭く離合が危険なため、草払
いをお願いしたい。また、台風の後は木が
倒れたり、通行が難しいこともあるため、
定期的に点検をお願いしたい。　

①�　町道については旧町単位でシルバー人材
センターに委託していますが、高齢化と伐
採人員の減少により進捗率は悪く、道路上
の木々については町内全域で問題となって
いるところです。部分的な伐採はしません
が、線的な伐採については地権者の同意が
得られれば、箇所を確認して建設業者に行っ
てもらうよう検討します。
①�　農道毛戸口線の草払いですが、農道につ
いては受益者や地域の方々にお願いしてい
ます。笑喜側については笑喜自治会で対応
していただいているところです。今後とも
受益者や地域の方々に対応をお願いします。
また、台風や集中豪雨後は災害調査で巡回
しておりますが、不定期になります。倒木
等で通行不能が発生しましたら、産業振興
課 (直通：22-3034) へご連絡ください。
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12 厚ケ瀬

▶▶▶

12
①�　町道　木の伐採をしてほしい。
②�　鶏舎から高尾までセンターライン（白線）
をひいてほしい。
③�　カーブカットをしてほしい。

①�　町道については旧町単位でシルバー人材セン
ターに委託していますが、高齢化と伐採人員の
減少により進捗率は悪く、道路上の木々につい
ては町内全域で問題となっているところです。
部分的な伐採はしませんが、線的な伐採につい
ては地権者の同意が得られれば、箇所を確認し
て建設業者に行ってもらうよう検討します。

②�　年次計画的に実施します。幹線道路です
ので、優先的に実施していきます。
③�　２箇所のうち１箇所については、名義が直
らないので残りの１箇所は改良の予定です。

13 馬場

▶▶▶

13
①道路の区画線について
　�　我が自治会も国道が通っていますが、中
央のオレンジ線も薄くなってきています。
田代全体を走ると消えているところが多数
見られます。（一部横断歩道も）事故を防ぐ
ためにも、補修をお願いします。
②ウォーキングロードの看板について
　�　田代中央運動場と東ノ原橋を過ぎた川沿
いの道路に看板が立っています。老朽化が
進んでいるもの、折れている（傾いている）
もの、草が生い茂って見えなくなっている
ものがあります。健康のため（その他の理
由もあり）少人数の利用かもしれませんが、
整備をしていただくと違ってくるのではな
いでしょうか。（ここからスタートしてここ
までで〇〇歩・㎞との目安の表示もあれば）

①�　国道のオレンジ線ははみだし禁止線であり、警
察の管轄になります。町道の白線等は年間 300
万円の予算で優先順により、執行しています。
②�　現地を確認したところ 800mと 1,600mの表
示の２箇所確認できました。２箇所とも斜めに
倒れ草木に覆われており、周囲を車で走ってみ
ましたが他のは確認できませんでしたので、こ
の２箇所のみではないかと思われます。昭和の
終わりごろにウォーキングブームがあり、当時
健康づくり等の事業で看板設置を行ったのでは
ないかと思われます。現在、このコースをウォー
キングに利用している人はほとんどいないよう
です。このような状況ですので、新たに看板設
置を行う予定はありません。また、現在の看板
も撤去したいと思います。なお、最近はスマー
トフォンなどで歩いた距離を確認できるアプリ
等もありますので、スマートフォン等をお持ち
の方は活用するのもよいのではないでしょうか。

14 山下

▶▶▶

14
上部地区の放送基地局は表木グランドに設置さ

れており、この基地局を利用しているのは、５自
治会（山下、岩崎、表木、折小野、上山ノ口）です。
本庁からの放送（定時放送・火災等の防災放送）

は雑音がひどい、気象条件が悪いと「ザーザー」
「ガーガー」という雑音が、音声よりも大きく放
送内容がわからないことがある。
自治会放送はクリアに聞こえています。従って、

基地局から上部地区自治会員への電波は問題ない
と思われます。本庁と上部地区放送基地局間の通
信環境に問題があると思われます。現状の方法で
これ以上改善されないのであれば、他の通信方
法、例えば電話回線（光通信）に変更もしくは併
用して放送の品質改善を図っていただきたい。コ
ンピューターの音声で放送されるが、高齢者の方
には何を言っているかわからないとの声を聴きま
す。老人が聞きやすい音声はないのか（スピード・
イントネーション・声の質等）業者に問い合わせ
てみていただきたい。

防災行政無線の保守点検業者へ連絡し、基地局
の機材等のチェック、山下自治会の電波の受信状
況など確認した結果、基地局のアンテナに不具合
があったため、応急的に改修を行い、改善された
とのことです。年内に新しいアンテナに取り換え
を行うとの事です。
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15 新田

▶▶▶

15
①�　新田水道組合から、高齢化や水量の減少
により組合員への負担が大きいため、町営
水道の導入を要望します。

②�　地権者の同意を得て町により、町道上の
樹木の伐採を要望します。

①�　町の簡易水道事業を導入するためには、
地域によっては億単位の工事費になること
も考えられます。慎重に検討する必要があ
ります。
②�　町道については旧町単位でシルバー人材
センターに委託していますが、高齢化と伐
採人員の減少により進捗率は悪く、道路上
の木々については町内全域で問題となって
いるところです。部分的な伐採はしません
が、線的な伐採については地権者の同意が
得られれば、箇所を確認して建設業者に行っ
てもらうよう検討します。

16 盤山

▶▶▶

16
①�　盤山自治会は、大原地区全体に散らばっ
ている稀な自治会で、公民館は山の上にあ
り年に何回も昇り降りしなくてはなりませ
ん。その時山道を覆い被さる木々が車、特
に大型車などの通行に危険を伴っています。
何とかしてください。また、上りついたあ
たりに三叉路があり、見通しが悪く危険な
状態です。カーブミラー等の設置ができな
いものか。

②�　町内にも光ケーブルが大分普及している
ようですが、まだ、立神方面（富田地区）
のエリア拡大がなされてなくて、お茶農家
さんが不便を感じています。予定はないで
すか。

①�　カーブミラー設置要望箇所は、２年ほど
前にも指摘があり現場を確認しましたが、
現場の状況、交通量から設置不要と判断し
たところです。今回の要望を受け再度現場
を確認しましたが、現場の状況等から運転
に気を付けて通行していただければ、ミラー
の設置までは必要ないと判断しましたので、
ご理解くださいますようお願いいたします。
なお、現場付近の道路わきの草木の繁茂も
確認できましたので、地域の方々により伐
採いただくだけでも見通しがよくなるので
はないかと思われましたので、併せてお願
いいたします。
②�　町内におきましては、高速ブロードバン
ドの情報通信網が地理的条件等の理由から
立神（富田地区）を含む一部の地域において、
整備されていない状況であります。情報通
信網の整備につきましては、生活や経済産
業活動に必要不可欠なものであることから、
今年度策定予定の「過疎地域持続的発展計
画」に、高速ブロードバンド網の整備を盛
り込んだところですが、エリア拡大の時期
につきましては、令和５年度から年次的に
行う予定としています。

17 猪鹿倉

▶▶▶

17
ゴミステーションのゴミ箱の下面に、セメン

トかブロックを置いていただけると、草がはえ
なくなる事が、集落のみなさんの要望です。

ゴミステーションの管理は町から還元金と
活動手当が交付されますので、それでの対応
をお願いします。なお、近隣に良い場所があ
れば移動も可能ですので、住民税務課（直通：
22-3037）にご相談ください。

11 きんこう議会だより 67号

各
自
治
会
か
ら
の
要
望
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町長

池田 行德 議員

町
内
に
お
い
て
設
置
や
改
良
の
要
望
が
出
さ
れ
る

ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
の
対
応
状
況
は

８
月
末
時
点
で
９
か
所
の
要
望
が
あ
り
、
６
か
所
は
す
で
に
対
応
を
済

ま
せ
て
い
る

町
営
住
宅
の
現
状
と

今
後
の
計
画
は

町長
既
存
の
住
宅
の
長
寿
命
化
を

優
先
し
て
維
持
管
理
を
徹
底

し
て
い
く

町営住宅

交通
安全

Q 

町
内
に
お
い
て
設
置
や
改
良
の
要

望
が
出
さ
れ
て
い
る
ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
の

対
応
状
況
は
。

A 

町
長　

８
月
末
時
点
で
９
か
所
の

要
望
が
あ
り
、
６
か
所
は
す
で
に
対

応
を
済
ま
せ
て
い
る
。
今
後
も
地
域

か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
て
随
時
現
地

確
認
の
上
、
必
要
な
改
修
を
行
い
道

路
利
用
者
の
安
全
確
保
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
。

Q 

神
川
の
城
ノ
下
停
留
所
の
三
叉
路
の

ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
は
運
転
者
に
は
見
え
づ

ら
く
支
障
が
あ
る
が
、
改
善
す
る
考
え

は
な
い
か
。

A 

町
長　

現
地
調
査
を
行
い
、
左
右

の
安
全
確
認
に
つ
い
て
は
特
に
支
障

は
な
い
と
判
断
し
た
の
で
現
時
点
で

の
改
修
は
予
定
し
て
い
な
い
。

Q 
ふ
る
里
館
側
か
ら
来
る
車
が
、
運

転
者
の
予
想
よ
り
す
ぐ
来
て
し
ま
う

こ
と
か
ら
、
よ
り
大
き
な
ミ
ラ
ー
に

変
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A 

町
長　

再
度
現
場
で
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

Q 

カ
ー
ブ
等
に
お
い
て
視
界
を
遮
る

草
木
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

A 

町
長　

年
間
を
通
し
て
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
伐
採
作
業
を
委
託

し
て
い
る
。
計
画
的
に
１
路
線
ご
と
に

作
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
伐
採

作
業
が
追
い
付
か
な
い
場
合
も
あ
る
の

で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
対
応
し
て
い

Q 

町
営
住
宅
の
現
状
と
今
後
の
計
画
は
。

地
区
別
に
よ
る
要
望
等
は
な
い
の
か
。

A 

町
長　

現
在
、
１
３
１
戸
の
町
営
住

宅
、
２
１
１
戸
の
公
営
住
宅
、
18
戸
の
特

定
公
共
賃
貸
住
宅
、
計
３
６
０
戸
の
住

宅
が
あ
る
。
人
口
減
少
に
伴
い
募
集
を
か

け
て
も
入
居
希
望
者
が
い
な
い
住
宅
も
あ

る
。老
朽
化
し
た
住
宅
は
入
居
者
退
去
後
、

順
次
解
体
し
、
既
存
の
住
宅
の
長
寿
命
化

を
優
先
し
て
修
繕
等
の
維
持
管
理
を
徹
底

し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。
な
お
、
地
区
別

の
要
望
は
今
の
と
こ
ろ
特
に
な
い
。

Q 

大
原
の
荒
田
原
住
宅
の
現
状
と
今
後

の
取
り
扱
い
、
ま
た
、
町
営
住
宅
の
新

築
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

A 

町
長　

現
在
、
町
営
住
宅
４
戸
、
公

営
住
宅
４
戸
の
計
８
戸
で
あ
る
。
ま
た

入
居
希
望
者
が
少
な
い
こ
と
か
ら
新
築

に
つ
い
て
は
現
段
階
で
考
え
て
い
な
い
。

大
原
地
区
に
住
み
た
く
て
も
住
宅
が
足

り
な
い
と
い
う
実
状
が
確
認
で
き
れ
ば
、

建
設
す
る
こ
と
自
体
も
検
討
に
値
す
る

と
考
え
る
。

城ノ下停留所の三叉路

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

Q 

神
川
諏
訪
神
社
前
の
国
道
２
６
９

号
線
の
カ
ー
ブ
で
は
土
手
の
下
方
か

ら
葦
が
茂
る
と
視
界
が
遮
ら
れ
、
定

期
的
な
除
去
が
求
め
ら
れ
る
が
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

A 

町
長　

敷
地
の
所
有
者
を
確
認
す

る
と
保
安
林
敷
地
で
は
な
く
国
道
敷

地
で
あ
っ
た
。
今
後
、
建
設
課
を
通

じ
て
県
の
方
に
定
期
的
に
伐
採
を
行

う
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

一般質問 ９月定例会では、９名の議員より
一般質問が行われました。
※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。

国道 269 号線　鳥浜、ふる里館前
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ここが聞きたいQ A&
Q 

近
年
、
田
代
地
区
に
お
い
て
若
者

の
住
宅
建
設
が
増
え
て
き
て
い
る
。

麓
地
区
で
は
農
業
集
落
排
水
へ
の
加

入
を
推
進
し
て
い
る
が
、
排
水
管
ま

で
距
離
が
あ
る
住
宅
は
多
額
の
負
担

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
簡
易
水
道

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
住
宅
建

設
に
対
し
て
助
成
は
で
き
な
い
か
。

A 

町
長　

田
代
麓
地
区
の
農
業
集

落
排
水
事
業
の
現
在
加
入
戸
数
は
、

２
３
６
戸
で
あ
る
。
施
工
費
用
は
全

額
加
入
者
負
担
で
あ
り
、
簡
易
水
道

で
も
同
様
で
あ
る
。
農
業
集
落
排
水

及
び
簡
易
水
道
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

条
例
で
受
益
者
負
担
と
な
っ
て
い
る

の
で
現
段
階
で
は
助
成
の
考
え
は
な

い
。

Q 

合
併
浄
化
槽
は
５
人
槽
で

43
万
２
千
円
の
補
助
が
あ
り
、
浄
化

槽
を
使
う
人
が
多
く
な
れ
ば
、
農
業

集
落
排
水
の
加
入
者
が
減
少
し
て
い

く
。
１
人
で
も
多
く
利
用
し
て
い
た

だ
く
方
法
と
し
て
排
水
管
の
長
さ
に

対
し
て
何
分
の
一
か
助
成
は
で
き
な

い
か
。

A 

町
長　

農
業
集
落
排
水
を
利
用
し

や
す
い
た
め
に
町
が
助
成
を
す
る
こ

と
は
受
益
者
に
と
っ
て
良
い
こ
と
だ

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
農
業
集
落

排
水
が
使
え
ず
、
合
併
浄
化
槽
を
自

力
で
使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
国

県
の
補
助
以
外
の
部
分
に
個
人
負
担

を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
従
来
の

方
法
で
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。

Q 

農
業
集
落
排
水
へ
の
加
入
を
促
進

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
、

合
併
浄
化
槽
と
の
絡
み
も
含
め
て
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

A 

町
長　

具
体
的
に
年
間
の
費
用
等

含
め
て
、
合
併
浄
化
槽
、
農
業
集
落

排
水
の
両
方
を
比
較
検
討
し
た
上
で

ど
う
す
べ
き
か
再
度
検
討
し
て
い
き

た
い
。

Q 

田
代
コ
ス
モ
ス
が
撤
退
し
た
田
代

高
校
跡
地
建
物
を
今
後
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
の
か
。

A 

町
長　

築
60
年
以
上
が
経
過
し
、

シ
ロ
ア
リ
の
被
害
も
あ
り
補
修
等
に

多
額
の
資
金
が
要
す
る
た
め
断
念
し

た
経
緯
が
あ
る
。
今
後
、
田
代
地
区

地
域
活
性
化
検
討
委
員
会
に
お
い
て

解
体
も
含
め
て
検
討
し
、
結
果
を
本

年
度
策
定
す
る
。
公
共
用
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
個
別
計
画
に
盛
り
込

ん
で
い
き
た
い
。

Q 

旧
田
代
体
育
館
は
解
体
工
事
設
計

委
託
後
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A 

町
長　

解
体
費
が
３
千
万
円
弱
と

高
額
で
あ
っ
た
た
め
緊
急
性
な
ど
再

検
討
し
た
結
果
、
平
成
29
年
の
当
初

予
算
に
計
上
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の

後
、
倉
庫
と
し
て
活
用
し
て
い
た
が

５
年
が
経
過
し
、
雨
漏
り
な
ど
の
劣

化
も
進
ん
で
い
る
。
過
疎
５
カ
年
計

画
に
お
い
て
解
体
と
代
替
の
保
管
倉

庫
を
計
上
し
た
。

Q 

田
代
地
区
の
検
討
委
員
会
に
任
せ

て
、
で
き
る
だ
け
費
用
を
か
け
ず
に

利
用
で
き
な
い
か
。

A 

町
長　

町
と
し
て
、
現
時
点
で
跡

地
利
用
の
具
体
的
な
案
は
な
い
。
田

代
地
区
の
活
性
化
委
員
会
等
で
検
討

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q 

早
め
に
体
育
館
も
解
体
し
整
地
を

し
て
倉
庫
を
造
れ
な
い
か
。

A 

町
長　

解
体
す
る
予
定
で
あ
る
。

A 

教
育
課
長　

今
回
の
過
疎
計
画
に

計
上
し
た
。
約
３
千
万
円
の
高
額
な

金
額
で
あ
る
た
め
、
早
め
の
解
体
が

で
き
れ
ば
と
考
え
る
が
、
解
体
に
つ

い
て
は
補
助
事
業
が
な
い
た
め
町
単

に
な
る
。
ま
た
、
倉
庫
に
つ
い
て
も

議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

町長

田
代
麓
地
区
の
農
業
集
落
排
水
加
入
時
の

経
費
助
成
は
で
き
な
い
か

合
併
浄
化
槽
と
比
較
し
た
上
で
再
度
検
討
し
て
い
き
た
い

浪瀨 亮祐 議員

定住
促進

町長
過
疎
５
カ
年
計
画
に

解
体
と
代
替
の
保
管
倉
庫

を
計
上
し
た

旧
田
代
体
育
館
は
解

体
工
事
設
計
委
託
を

行
っ
た
が
そ
の
後
は

ど
う
な
っ
た
か

跡地活用
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一般質問

町長

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
関
係
人
口
拡
大
策
、
移
住
・

Ｕ
タ
ー
ン
支
援
を
ど
う
考
え
る
か

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
移
住
等
支
援

に
関
し
て
は
、
関
係
課
に
よ
る
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
対
応
し
て
い
く

久保 勇太 議員

関係人口・
移住者等拡大策

Q 

第
５
波
が
猛
威
を
振
る
う
中
、
コ
ロ
ナ

後
を
見
据
え
た
取
組
は
粘
り
強
く
継
続
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
６
月
議
会
時
に
質
問
し

た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
関
係
人
口
拡
大
の

取
組
は
ど
の
よ
う
な
進
捗
か
。

A 

町
長　
７
月
21
日
に
行
っ
た
、
錦
江
町

フ
ェ
ア
に
お
い
て
、
お
客
様
と
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

ア
プ
リ
で
つ
な
ぐ
試
み
を
行
っ
た
。
ま
た
、

今
後
は
半
島
隅
く
じ
ら
元
気
市
や
南
隅
地
区

観
光
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

活
用
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

Q 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
I
、
U
タ
ー

ン
者
や
移
住
者
に
対
す
る
部
署
横
断
型
支
援

チ
ー
ム
等
の
組
織
は
で
き
な
い
か
。

A 

町
長　
必
要
に
応
じ
て
関
係
課
に
よ
る

チ
ー
ム
を
編
成
し
て
対
応
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
等
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
移
住

支
援
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Q 
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
い
高
級
キ
ャ
ン
プ
の
一

種
で
あ
る
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
脚
光
を
浴
び
て

い
る
。
本
町
に
は
素
晴
ら
し
い
観
光
資
源
で

あ
る
花
瀬
公
園
や
、
百
名
山
が
２
つ
も
見
え

る
神
川
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
後

を
見
据
え
て
、
流
入
人
口
の
増
加
を
図
る
為

の
当
地
域
に
お
け
る
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
整

備
並
び
に
、
花
瀬
・
神
川
地
域
の
活
性
化
・

強
靭
化
・
脱
炭
素
化
も
含
め
た
総
合
開
発
計

画
策
定
の
予
定
は
な
い
か
。

A 

町
長　
基
本
的
に
は
既
存
の
観
光
資
源
の

磨
き
上
げ
に
重
点
を
置
く
も
の
の
、
グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
等
に
関
し
て
も
、
来
年
度
策
定
予
定
の
観

光
振
興
計
画
の
中
で
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
関
連
事
業
の
計
画
に
関
し
て
は
、
既
存

計
画
の
見
直
し
の
際
に
盛
り
込
む
な
ど
、
適
切

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

Q 

脱
炭
素
事
業
は
３
０
０
年
に
一
度
の
産

業
革
命
と
も
い
う
べ
き
動
き
で
あ
り
、
そ

の
資
源
で
あ
る
再
エ
ネ
は
本
町
の
よ
う
な

地
方
部
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
極
集
中
の

流
れ
を
変
え
、
こ
れ
ま
で
都
市
部
に
流
出

す
る
一
方
だ
っ
た
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を

還
流
さ
せ
、
コ
ロ
ナ
後
に
お
け
る
地
域
経

済
回
復
の
起
爆
剤
に
な
り
得
る
が
、
７
月

の
３
町
宣
言
以
降
の
進
捗
は
ど
う
か
。

A 

町
長　
ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
事
を
申
し
合
わ
せ

て
い
る
。

Q 

脱
炭
素
事
業
に
伴
う
自
治
体
の
具
体
的

な
メ
リ
ッ
ト
は
、
再
エ
ネ
設
備
設
置
に
伴

う
固
定
資
産
税
や
事
業
の
波
及
効
果
に
伴

う
町
民
税
、
事
業
税
等
が
増
加
し
、
こ
れ

ら
が
数
十
年
に
渡
り
自
主
財
源
と
し
て
入

り
続
け
る
他
、
農
林
水
産
業
や
地
域
交
通

事
業
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
事
業
の

効
率
化
や
脱
炭
素
化
が
図
ら
れ
、
関
連
産

業
が
発
達
し
、
定
住
人
口
が
増
加
し
、
地

方
再
生
の
要
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
３
町

で
は
具
体
的
に
ど
の
様
に
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
く
予
定
か
。

A 

町
長　
町
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
３

町
の
方
向
性
を
確
認
し
事
業
検
討
を
行
っ
て

い
く
。

Q 

本
町
で
は
令
和
の
森
づ
く
り
交
付
金
を

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、
再
造
林

は
脱
炭
素
の
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
交

付
金
に
加
え
、
国
の
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

を
加
え
た
「
錦
江
町
脱
炭
素
ク
レ
ジ
ッ
ト

制
度
（
仮
）」
等
の
制
度
を
創
設
し
、
地
権

者
の
更
な
る
再
造
林
意
欲
を
高
め
る
取
組

の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

A 

町
長　
全
国
の
事
例
を
調
査
し
、
検
討

を
行
っ
て
参
り
た
い
。

町長
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
を
行
う
と

共
に
、
観
光
振
興
計
画
や
既
存
計

画
に
盛
り
込
ん
で
い
く

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
神
川
海

岸
一
帯
、
花
瀬
一
帯
の
総
合
開

発
を
図
る
計
画
は
な
い
か

観光地総合開発

町長
町
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

３
町
で
具
体
的
に
検
討
し
て

い
き
た
い

コ
ロ
ナ
後
の
産
業
振
興
策
の
核

と
な
る
脱
炭
素
事
業
に
関
し
て
、

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
か

コロナ後の産業振興

花瀬・神川の風景
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教育長

コ
ロ
ナ
禍
の
予
防
対
策
、
不
登
校
対
応
は
充
分

で
あ
る
か

感
染
予
防
は
引
き
続
き
努
力
し
て
い
き
、
不
登
校
対
策
委
員
会
や

ケ
ー
ス
会
議
で
検
討
し
て
い
る

Q 

２
学
期
が
始
ま
っ
た
が
教
室
や
施

設
の
中
で
の
対
策
は
万
全
で
あ
る
か
。

A 

教
育
長　

基
本
的
な
感
染
対
策
の
徹

底
、
給
食
時
の
黙
食
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
中
で
の
過
ご
し
方
な
ど
指
導
し
て
い

る
。

Q 

国
が
抗
原
簡
易
キ
ッ
ト
を
最
大

80
万
回
分
配
布
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
本
町
へ
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

A 

教
育
長　

国
の
方
か
ら
３
セ
ッ
ト
、

30
回
分
の
検
査
キ
ッ
ト
が
配
布
予
定

で
あ
る
。

Q 

教
職
員
や
12
歳
以
上
の
生
徒
の
予

防
接
種
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A 

教
育
長　

教
職
員
の
接
種
に
つ
い

て
は
、
８
月
末
の
時
点
で
２
回
接
種

が
終
わ
っ
て
い
る
者
が
８
割
を
超
え

て
お
り
、
12
歳
以
上
の
２
回
接
種
状

況
に
つ
い
て
は
約
５
割
程
度
が
接
種

を
し
て
い
る
。

Q 

今
後
予
定
さ
れ
る
学
校
行
事
や
部

活
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

A 

教
育
長　

実
施
に
当
た
っ
て
は
各

学
校
の
実
態
に
応
じ
て
配
慮
す
る
。

部
活
は
９
月
12
日
ま
で
は
、
他
市
町

や
町
内
に
お
け
る
練
習
試
合
、
合
宿

等
は
全
て
行
わ
な
い
。
解
除
宣
言
後

に
つ
い
て
は
他
市
町
村
と
の
活
動
状

況
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
と
し
て
も

連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
き
た
い
。

Q 

不
登
校
児
が
増
加
の
傾
向
に
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応

が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A 

教
育
長　

各
学
校
で
の
不
登
校
対

策
委
員
会
や
関
係
機
関
と
協
議
す
る

ケ
ー
ス
会
議
を
開
い
て
い
る
。

Q 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し

た
不
登
校
の
支
援
の
自
立
教
室
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A 

教
育
長　

教
室
に
つ
い
て
は
月
に

一
回
程
度
、
大
隅
青
少
年
自
然
の
家

で
の
利
用
を
案
内
し
て
い
る
。

Q 

家
庭
教
育
の
支
援
員
の

設
置
や
活
用
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

A 

町
長　

家
庭
教
育
支
援

員
に
つ
い
て
は
今
後
、
検
討

に
向
け
て
進
め
て
い
き
た

い
。

川越 裕子 議員

学校
運営

町内小中学校に設置された空気清浄機
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一般質問
Q 

採
用
条
件
で
新
卒
者
、
社
会
人
経

験
者
が
あ
る
が
年
齢
や
専
門
職
に
基

準
が
あ
る
の
か
。

A 

町
長　

受
験
資
格
は
一
般
枠
が
平

成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
高
等
学
校

卒
業
以
上
の
者
、
社
会
人
枠
は
昭
和

56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
高
等
学
校
以

上
を
卒
業
し
、
民
間
企
業
等
に
お
け

る
職
務
経
験
５
年
以
上
有
す
る
者
と

し
て
い
る
。

Q 

社
会
人
経
験
者
、
職
員
は
本
町
に

住
所
が
あ
る
の
か
。

A 

総
務
課
長　

今
年
度
の
新
規
採
用

者
に
つ
い
て
は
全
員
町
内
に
住
所
を

置
い
て
い
る
。

Q 

令
和
２
年
度
の
採
用
試
験
に
お
い

て
町
外
、
町
内
何
名
程
度
が
受
験
し

た
の
か
。

A 

総
務
課
長　

58
名
の
応
募
が
あ
り
、

町
内
出
身
者
は
24
名
で
あ
る
。

Q 

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
適
性
試

験
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

A 

総
務
課
長　

一
次
試
験
は
高
校
卒

業
程
度
の
一
般
教
養
を
問
う
教
養
試

験
と
作
文
試
験
、
併
せ
て
一
般
性
格

診
断
検
査
、
適
性
検
査
を
行
い
、
二

次
試
験
は
集
団
討
論
と
個
別
面
接
を

行
っ
て
い
る
。

Q 
若
手
職
員
と
町
長
で
政
策
立
案
を

さ
れ
た
か
。

A 

町
長　

若
手
職
員
を
対
象
に
ま
ち

づ
く
り
、
職
場
づ
く
り
の
提
案
を
し

て
も
ら
い
、
今
年
か
ら
新
た
に
予
算

を
計
上
し
た
。

Q 

産
休
に
つ
い
て
ど
の
程
度
取
得
で

き
る
の
か
。
補
償
、
給
与
体
制
に
つ

い
て
は
。

A 

総
務
課
長　

産
前
、
産
後
８
週
間
ず

つ
取
得
で
き
、
そ
の
後
育
児
休
業
が

最
大
で
３
年
間
取
得
で
き
る
。
給
料

で
は
な
く
市
町
村
共
済
組
合
の
共
済

か
ら
６
～
７
割
の
給
付
支
給
が
あ
る
。

Q 

職
員
募
集
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
広
報
、
防
災
行
政
無
線
の
他
に
、

手
づ
く
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を

し
て
い
る
の
か
。

A 

町
長　

試
験
は
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
防
災
行
政
無
線
で
周
知
し

て
い
る
が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

は
し
て
い
な
い
。

Q 

人
事
評
価
の
結
果
は
勤
勉
手
当
、

昇
給
・
昇
格
に
十
分
反
映
で
き
て
い

る
か
。

A 

町
長　

人
事
評
価
制
度
は
全
職
員

を
対
象
に
し
て
行
い
、
業
績
評
価
は

６
月
、
12
月
の
勤
勉
手
当
支
給
率
の

基
礎
資
料
と
な
り
、
10
月
に
実
施
す

る
能
力
評
価
は
昇
給
、
昇
格
の
基
礎

資
料
と
な
り
、
適
正
に
反
映
し
て
い

る
。

Q 

合
併
後
の
職
員
数
は
計
画
ど
お
り

で
あ
る
か
。

A 
町
長　

第
２
次
錦
江
町
定
員
適
正

化
計
画
に
基
づ
き
計
画
的
な
採
用
を

行
い
、
ほ
ぼ
計
画
に
沿
っ
た
職
員
数

に
な
っ
て
い
る
。

町長

水口 孝俊 議員

採
用
条
件
で
新
卒
者
、
社
会
人
経
験
者
が
あ
る

が
、
年
齢
や
専
門
職
に
基
準
が
あ
る
の
か

受
験
資
格
は
一
般
枠
と
社
会
人
枠
で
そ
れ
ぞ
れ
年
齢
等
の
基
準
が
あ
る

職員
採用

町長
令
和
３
年
８
月
15
日
時
点
で
交

付
枚
数
は
１
８
０
０
枚
で
人
口

に
対
し
て
25
・
１
％
で
あ
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
状
況
は

マイナンバー
カード

Q 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
体

制
状
況
、
普
及
、
取
得
に
対
し
推
進

対
策
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

A 

町
長　

現
在
の
交
付
枚
数
は

１
８
０
０
枚
で
人
口
に
対
し
て
25
・

１
％
で
あ
る
。
平
日
の
受
付
交
付
の

ほ
か
、
10
月
か
ら
電
話
予
約
を
さ
れ

た
方
に
限
り
毎
週
火
、
木
曜
日
の
夜

７
時
ま
で
対
応
す
る
予
定
で
あ
る
。

Q 

本
町
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

推
進
す
る
最
大
の
強
み
、
利
点
は
何

か
。

A 

住
民
税
務
課
長　

本
年
３
月
か
ら
一

部
の
医
療
機
関
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
提
示
す
れ
ば
受
診
が
で
き
る
よ

う
試
験
施
行
を
行
っ
て
い
る
。

Q 

交
付
率
１
０
０
％
の
推
進
を
進
め

て
い
く
の
は
厳
し
い
と
思
う
が
い
い

考
え
は
な
い
の
か
。

A 

住
民
税
務
課
長　

２
０
２
４
年
以
降

に
免
許
証
関
係
に
つ
い
て
国
の
方
で

考
え
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
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町長

本
町
の
医
療・福
祉
を
担
お
う
と
す
る
子
ど
も
の
支
援
に
特
化
し
た

「
医
療
福
祉
職
等
奨
学
金
制
度（
仮
称
）」を
創
設
す
る
考
え
は
な
い
か

実
施
す
る
、
し
な
い
も
含
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
医
師
会
立
病
院

も
交
え
て
、
内
容
を
審
査
、
検
討
し
て
い
き
た
い

落司 道子 議員

奨学金
制度

Q 

奨
学
金
制
度
の
償
還
は
、
卒
業
し

た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
と
な
っ
て
お

り
、
半
年
後
の
10
月
に
は
償
還
が
始

ま
る
。
経
済
的
負
担
に
加
え
精
神
的

負
担
も
大
き
い
と
考
え
る
が
、
始
期

を
翌
年
度
か
ら
１
年
経
過
後
に
延
ば

す
考
え
は
な
い
か
。

A 

町
長　

日
本
学
生
支
援
機
構
な
ど

の
償
還
も
卒
業
後
半
年
し
て
か
ら
始

ま
り
、
半
年
が
償
還
開
始
の
目
安
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
制
度
上

の
整
合
性
を
考
え
、
償
還
始
期
を
変

更
す
る
予
定
は
な
い
。

　

償
還
が
困
難
な
場
合
は
、
猶
予
申

請
制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q 

始
期
を
１
年
後
に
し
て
い
る
近
隣

市
町
も
あ
る
。
生
活
環
境
が
変
わ
り

や
す
い
状
況
を
考
え
る
と
、
必
要
で

は
な
い
か
。

A 

教
育
課
長　

償
還
が
遅
く
始
ま
る

と
返
し
終
わ
る
の
も
遅
く
な
る
。
相

当
な
声
が
上
が
れ
ば
だ
が
、
現
状
の

と
こ
ろ
、
猶
予
申
請
で
対
応
し
た
い
。

Q 

本
町
の
制
度
を
利
用
し
、卒
業
後
、

一
定
の
条
件
（
例
え
ば
、
必
要
期
間
、

町
内
に
住
所
を
有
し
居
住
す
る
、
町

外
を
問
わ
ず
就
労
す
る
等
）
を
満
た

す
場
合
に
限
り
、
償
還
を
免
除
す
る

こ
と
で
、
専
門
知
識
や
技
術
を
身
に

つ
け
た
奨
学
生
の
定
住
を
図
る
考
え

は
な
い
か
。

A 

町
長　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
町

内
居
住
、
町
内
就
職
を
促
す
施
策
と

し
て
取
組
む
価
値
は
あ
る
と
考
え
る
。

未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
進
捗
に

合
わ
せ
て
、
担
当
課
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

Q 

本
町
の
医
療
・
福
祉
を
担
お
う
と

す
る
子
ど
も
の
支
援
に
特
化
し
た「
医

療
福
祉
職
等
奨
学
金
制
度
（
仮
称
）」

（
免
許
取
得
後
、
一
定
期
間
、
町
内
の

医
療
機
関
お
よ
び
社
会
福
祉
施
設
に

勤
務
す
る
こ
と
に
よ
り
、
償
還
を
免

除
す
る
）
を
創
設
す
る
考
え
は
な
い

か
。

A 

町
長　

医
療
福
祉
職
を
目
指
す
子

ど
も
た
ち
を
育
成
し
、
地
域
の
医
療

福
祉
を
支
え
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

町
と
し
て
も
必
要
な
施
策
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
条
件
付

き
で
の
給
付
事
業
は
進
路
選
択
に
影

響
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
る
。
町
と

し
て
、
独
自
の
奨
学
金
制
度
の
創
設

は
想
定
し
て
い
な
い
。

Q 

10
、
20
年
後
を
見
据
え
た
複
合
的

な
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
制
度
の

創
設
は
、
人
材
確
保
の
た
め
の
１
つ

の
軸
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

A 

町
長　

必
要
な
提
案
と
い
う
こ
と

で
受
け
止
め
た
い
と
思
う
。
庁
内
で

十
分
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。

実
施
す
る
、
し
な
い
も
含
め
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
医
師
会
立
病
院
も
交

え
て
、
内
容
を
審
査
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

医療・福祉職の人材確保が求められる



18きんこう議会だより 67号

一般質問
Q 

前
回
の
一
般
質
問
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
へ
の

取
組
み
、
町
営
キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営
、

人
事
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
本
日
ま

で
の
取
組
で
起
こ
っ
た
問
題
点
は
あ

る
か
。

A 

町
長　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
へ
の
取
組
に
関
し

て
は
現
段
階
で
の
問
題
点
は
な
い
。

６
月
以
降
の
取
組
み
と
し
て
８
月
26

日
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
り
事
業
者
を
決
定
し
、
来
年
の
４

月
公
開
に
向
け
て
準
備
中
で
あ
る
。

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
職
員
テ
レ

ワ
ー
ク
制
度
も
実
施
し
た
。
公
会
計

シ
ス
テ
ム
も
テ
レ
ワ
ー
ク
対
応
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
向
け
電
子
決
済
の
導

入
を
計
画
中
で
あ
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
は
事
前
予
約
方
式
や

徹
底
し
た
感
染
防
止
対
策
を
行
っ
て

き
た
。
運
営
管
理
に
問
題
は
生
じ
て

い
な
い
。

Q 

町
の
声
を
聞
く
と
対
応
や
回
答
が

な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
話
を
聞
く
。

こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
識
の
違
い
と

感
じ
る
。
職
員
は
完
了
し
た
と
思
っ
て

も
お
願
い
し
た
側
は
報
告
を
受
け
て
い

な
い
、
解
決
し
て
い
な
い
と
感
じ
て
い

る
の
だ
と
思
う
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の

予
定
は
な
い
と
の
事
だ
が
職
員
間
の
情

報
共
有
や
問
題
解
決
に
は
必
要
な
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
の
取
組
み
の

中
で
検
討
・
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A 

町
長　

町
民
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意

見
や
要
望
等
は
即
対
応
が
可
能
な
案
件

は
担
当
課
で
現
地
調
査
を
踏
ま
え
た
上

Q 

国
や
県
に
働
き
か
け
て
い
る
部
分

が
町
民
か
ら
見
る
と
見
え
な
い
部
分
が

多
々
あ
る
。
交
流
の
場
や
拠
点
と
な
る

公
民
館
に
掲
示
板
や
目
安
箱
を
設
置
す

る
な
ど
報
告
・
通
知
の
頻
度
や
手
段
の

充
実
を
望
む
。

　
ま
た
問
題
解
決
の
手
段
と
し
て
防
犯

カ
メ
ラ
が
あ
る
が
運
営
は
ど
う
な
っ
て

で
対
応
し
て
い
る
。
予
算
が
伴
う
も
の

や
町
外
と
協
議
調
整
が
必
要
な
も
の
は

早
期
処
理
・
解
決
に
努
め
対
応
し
、
私

ま
で
報
告
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
情

報
は
各
課
で
適
正
に
管
理
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
問
題
等
は
生
じ
て
お
ら
ず
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
は
予
定
し
て
い
な
い
。

町長

６
月
議
会
時
に
質
問
し
た
事
項
の
取
組
み
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
、
５
Ｇ
も
活

用
法
を
検
討
し
、
早
期
導
入
を
目
指
す

久本  晃 議員

前回の質問
への取組

町長
報
告
様
式
は
各
課
で
適
正
に

管
理
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

問
題
は
生
じ
て
い
な
い

町
民
か
ら
の
要
望
や
意

見
が
未
対
応
、
解
決
さ

れ
て
い
な
い
も
の
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
る

意見・要望の対応や管理

町長
早
期
解
決
を
図
り
、
積
極
的
な

要
望
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い

町
の
管
轄
で
な
い
も
の
や
予
算

が
組
み
に
く
い
案
件
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か

問題解決について

い
る
か
。

A 

総
務
課
長　

町
内
の
犯
罪
や
事
故
防

止
の
た
め
警
察
署
と
の
協
議
に
よ
り
現
在

町
内
に
９
ヶ
所
設
置
さ
れ
て
い
る
。
今
年

度
も
事
件
調
査
や
交
通
違
反
に
関
し
て
情

報
提
供
を
し
て
い
る
。
今
後
も
関
係
機
関

と
協
力
し
、
犯
罪
等
の
早
期
解
決
に
取
り

組
む
。

久
本
議
員　

近
年
凶
悪
な
事
件
も
防

犯
カ
メ
ラ
の
情
報
で
事
件
解
決
に
繋

が
っ
た
も
の
も
多
い
。
予
算
や
運
営

等
、
難
し
い
部
分
も
あ
る
が
引
き
続

き
、
対
応
願
い
た
い
。

情報管理にデータベース化は必須
公民館に掲示板と目安箱を設置して

より良い交流の場として活用できないか
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町長

小吉 昭弘 議員

錦
江
町
の
農
業
の
現
状
と
今
後
を
ど
う
考
え
る
か

令
和
元
年
の
農
林
水
産
物
生
産
実
績
は
１
０
７
億
９
千
万
円
で
、

今
後
、
代
替
作
物
の
検
討
を
進
め
て
い
く

農業
振興

Q 

近
年
の
農
業
生
産
額
は
ど
の
よ
う

に
推
移
し
て
い
る
の
か
。

A 

町
長　

農
林
水
産
物
生
産
実
績
は

平
成
21
年
産
が
１
０
０
億
５
千
万
円
、

令
和
元
年
が
１
０
７
億
９
千
万
円
で

令
和
元
年
が
７
億
４
千
万
円
（
７
・

４
％
）
の
増
。
生
産
額
が
減
少
し
た

主
な
作
物
は

　
葉
た
ば
こ
……
…
…
４
億
１
千
万
円

　
茶
……
…
…
…
…
…
２
億
４
千
万
円

　
ば
れ
い
し
ょ
……
…
１
億
２
千
万
円

　
加
工
用
大
根
……
…
１
億
７
千
万
円

の
減
少
で
あ
り
、
生
産
額
が
増
加
し

た
主
な
作
物
は

　
ピ
ー
マ
ン
……
…
…
…
…
４
千
万
円

　
さ
つ
ま
い
も
……
…
…
…
…
１
億
円

　
肉
用
牛
……
…
…
…
10
億
１
千
万
円

　
養
豚
……
…
…
…
…
３
億
４
千
万
円

の
増
加
で
あ
る
。

Q 

現
在
耕
種
農
家
が
減
少
し
て
い
る

な
か
で
、
た
ば
こ
耕
作
廃
作
奨
励
金

が
支
給
さ
れ
、
耕
作
者
が
大
き
く
減

少
し
た
と
聞
く
が
戸
数
、
面
積
、
生

産
額
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

A 

町
長　

平
成
23
年
61
戸
あ
っ
た
葉

た
ば
こ
農
家
が
20
戸
に
減
少
し
た
。
現

在
16
戸
の
う
ち
14
戸
の
農
家
が
廃
作
を

希
望
し
て
い
る
。
耕
作
面
積
は
30　
か

ら
５
ha
程
度
に
生
産
額
は
１
億
４
千
万

円
の
売
り
上
げ
が
２
５
０
０
万
円
程
度

に
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

Q 

葉
た
ば
こ
を
辞
め
ら
れ
た
後
の
代
替

作
物
に
つ
い
て
有
望
な
も
の
は
あ
る
か
。

A 

産
業
振
興
課
長　

ゴ
ボ
ウ
類
を
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
田
代
地
区
の
夏
・
秋

カ
ボ
チ
ャ
が
販
路
先
と
し
て
鹿
児
島

く
み
あ
い
食
品
や
カ
ッ
ト
野
菜
で
使

え
る
と
の
こ
と
で
、
今
の
と
こ
ろ
拡
大

で
き
る
と
聞
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
飼

料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（
輸
入
）
の
値
上

が
り
か
ら
飼
料
米
の
耕
作
も
考
え
ら

れ
る
。
農
業
委
員
会
と
連
携
し
て
農

家
の
方
に
代
替
作
物
の
情
報
を
提
供

し
て
い
き
た
い
。

Q 

鹿
児
島
ブ
ラ
ン
ド
指
定
の
ば
れ
い

し
ょ
は
、
面
積
維
持
拡
大
の
た
め
収

穫
時
の
人
手
不
足
で
困
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
ポ
テ
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の
補

助
の
導
入
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

A 

町
長　

農
家
負
担
を
減
ら
す
た
め

に
南
大
隅
町
や
農
協
な
ど
と
連
携
し

て
、
国
ま
た
は
県
な
ど
の
有
利
な
補

助
事
業
は
な
い
か
検
討
し
て
い
く
。

Q 

農
福
連
携
の
取
組
に
つ
い
て
、
大

根
占
の
茶
農
家
が
実
施
し
て
い
る
が

状
況
は
ど
う
か
。

A 

町
長　

社
会
福
祉
法
人
、
白
鳩
会
が

中
心
と
な
り
、
本
町
で
、
１
戸
の
茶
農

家
で
２
つ
の
福
祉
事
業
所
か
ら
指
導
員

１
名
を
含
む
４
人
が
45
日
間
雇
用
さ
れ
、

作
業
に
従
事
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

Q 

町
の
方
で
農
家
と
福
祉
事
業
者
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る
窓
口
は
つ
く

れ
な
い
か
。

A 

町
長　

大
隅
半
島
ノ
ウ
フ
ク
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
で
マ
ッ
チ
ン
グ
が
可
能

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
今
後
、
茶

農
家
だ
け
で
は
な
く
、
ほ
か
の
作
物

で
も
対
応
で
き
る
と
考
え
る
。

小
吉
議
員　

農
業
の
後
継
者
が
い
な
く

な
っ
た
り
、
面
積
が
減
っ
た
り
し
て
本

町
の
農
業
が
耕
種
農
家
を
中
心
に
減

少
す
る
危
機
を
抱
い
て
い
る
。
農
業
の

振
興
な
く
し
て
、
錦
江
町
の
発
展
は
な

い
と
声
高
ら
か
に
宣
言
す
る
。

町長
現
在
１
戸
の
茶
農
家
で
２
つ
の

福
祉
事
業
所
か
ら
指
導
員
１
名

を
含
む
４
名
を
雇
用
し
て
い
る

農
福
連
携
の
取
組
に

つ
い
て

農福連携

平成 22 年 令和元年

お茶 279ha 165ha

ばれいしょ 80ha 37ha

加工用大根 111ha 55ha

さつまいも 94ha 216ha

葉たばこ 120ha 36ha

平成 22 年と令和元年の作付面積の比較

（錦江町過疎地域持続的発展計画より）

ha
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Q A& 一般質問

町長

染川 金治 議員

災
害
時
、
停
電
等
で
要
支
援
・
要
介
護
の
方
々
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
非
常
電
源
の
支
援
策
の
考
え
は
な
い
か

地
域
介
護
福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備
交
付
金
な
ど
を

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

介護事業者
への支援

Q 

非
常
用
電
源
を
確
保
し
、
食
材
が

あ
れ
ば
食
事
の
提
供
等
が
で
き
、
災

害
時
・
避
難
所
と
し
て
の
協
力
要
請

も
で
き
る
た
め
、
既
存
の
施
設
等
を

活
用
で
き
る
体
制
を
つ
く
っ
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

災
害
時
の
停
電
等
で
、
要
支
援
・
要

介
護
の
方
々
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
、
非
常
用
電
源
の
支
援
策
の
考
え

は
な
い
か
。

A 

町
長　

高
齢
者
施
設
等
の
防
災
・

減
災
対
策
を
推
進
す
る
、
地
域
介
護

福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備
交
付
金

な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Q 

ヘ
ル
パ
ー
の
方
々
の
健
康
と
施
設

利
用
者
の
方
々
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
つ
な
げ
る
為
に
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の

導
入
の
支
援
策
は
な
い
か
。

A 
町
長　

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
つ
い

て
は
鹿
児
島
県
地
域
医
療
介
護
総
合

確
保
基
金
事
業
補
助
金
な
ど
を
活
用

し
て
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

以
前
、
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
小

水
力
発
電
の
導
入
で
自
治
会
の
活
性

化
や
町
の
方
向
性
に
つ
い
て
質
問
し

た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

A 

町
長　

小
水
力
発
電
を
活
用
し
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

に
つ
い
て
は
、
現
在
策
定
中
の
過
疎

地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

で
本
文
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
。

染
川
議
員　

発
電
し
た
電
力
の
地
産

地
消
は
本
町
の
よ
り
良
い
社
会
を
実

現
す
る
た
め
の
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
な
る
の
で
是
非
、

調
査
研
究
し
、
具
体
的
に
実
施
す
る

方
向
で
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

入浴時の移乗介助の負担をなくす装置

Q 

町
民
の
負
託
に
応
え
る
為
に
ど
の

よ
う
に
検
討
し
た
の
か
、
具
体
的
に

早
い
う
ち
に
議
員
や
議
会
に
報
告
し

て
も
ら
い
た
い
が
町
長
の
考
え
は
。

A 

町
長　

各
議
員
か
ら
の
町
政
に
対

す
る
意
見
や
提
言
等
に
関
し
て
は
、

国
、
県
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
各
担

当
課
に
検
討
さ
せ
必
要
な
予
算
を
計

上
し
た
り
、
今
年
度
策
定
す
る
過
疎

地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
反
映
さ
せ

た
り
し
て
対
応
し
て
い
る
。

Q 

国
が
２
０
５
０
年
ま
で
に
Ｃ
О
２

排
出
を
ゼ
ロ
に
す
る
方
向
を
示
し
た
。

町長
議
員
か
ら
の
意
見
や
提
言
は
、

国
、
県
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、

担
当
課
に
検
討
さ
せ
、
予
算
を

計
上
し
た
り
、
計
画
に
反
映
さ

せ
た
り
し
て
対
応
し
て
い
る

一
般
質
問
で
の
提
言
等

の
執
行
部
の
対
応
は

一般質問
での提言



〈作成について〉
◦左記は、陳情書の様式になります。
◦�請願書については、紹介議員の署名、又は記名押印が必要です。
　�この場合には「〔件名〕〇〇〇〇についての陳情書」の部分を請願

書として作成してください。
◦陳情者の住所、氏名は必須です。
◦�法人の場合は所在地、その名称及び代表者の氏名を署名又は記名し

押印してください。
◦陳情者が複数の場合は、その代表者を明記してください。
◦陳情者の住所、氏名は一般に公開されます。
◦�陳情者は、１件ごとにその趣旨を簡明に記載してください。必要に

よっては地図や写真等を添付してください。
〈提出について〉
◦陳情書は、議会事務局に提出してください。
　原則、受付日以降に開会される定例会で審議されます。
◦定例会は、年４回（３月・６月・９月・12 月）です。

ご不明な点は議会事務局へお問い合わせください。
☎ 0994-22-3045（直通） 

町政等についての要望等を請願書や陳情書として
どなたでも町議会に提出することができます。 

　

９
月
22
日
（
水
）
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
向
け

た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

東
京
に
居
る
担
当
者
の
説
明
を
リ
モ
ー
ト
で
受

け
な
が
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
操
作
方
法
や
機
能
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
一
回
の
定
例
会
で
使
用
さ
れ
る
紙
の

枚
数
は
お
よ
そ
２
，
０
０
０
枚
程
度
。
加
え
て
、

資
料
の
作
成
や
配
布
な
ど
に
も
時
間
や
労
力
が

か
か
り
ま
す
。
紙
媒
体
で
は
な
く
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
用
し
て
資
料
を
閲
覧
す
る
こ
と
で
紙
の

消
費
や
業
務
時
間
の
削
減
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
叫
ば
れ
る
今
、

錦
江
町
議
会
も
時
代
に
合
わ
せ
て
改
革
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

広
報
研
修
会
に
参
加

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
デ
モ

議
会
改
革
推
進
会
議
調
査
特
別
委
員
会

　
10
月
21
日
（
木
）
議
会
報
編
集

委
員
３
名
と
職
員
２
名
で
鹿
児
島

市
で
開
催
さ
れ
た
議
会
広
報
研
修

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

長
岡
光
弘
氏
か
ら
住
民
目
線
を
考

慮
し
、

・
読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い

・�

訴
求
力
の
あ
る
書
面
で
目
を
惹

き
つ
け
る

な
ど
と
い
っ
た
編
集
の
留
意
点
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

〈陳情書の様式〉
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11月定例会は田代支所で開催

11月定例会の会期は、
11月15日から19日の予定です。
田代支所３階の議場へ傍聴においでください。
また、インターネット映像配信サービス
YouTubeにて本会議の模様を生中継
いたしますので、是非ご活用ください。

編集委員　川越 裕子

傍聴してみませんか

表紙をウォッチ
大根占小学校創立150周年
　大根占小学校運動会に登場した「トトロ緑門」。PTA
有志により、運動会に合わせ前日夜に設置されました。
　令和４年度で創立150周年を迎える大根占小学校。
　来年実施される記念式典などに先がけ、ポロシャツ
とタオルが作成されています。
　運動会当日は、記念ポロシャツを身にまとい笑顔で
頑張る子どもたち、そしてしっかりとサポートしてく
ださる先生方、保護者の方々の姿に「きずな」と「伝
統」を感じるひとときとなりました。

錦江町議会YouTubeチャンネルはこちらから

新型コロナ感染症は私達の生活様式を一変さ
せ、経済、医療等多面に亘り大きな問題と

影響を及ぼしています。子どもたちを取り巻く環
境も同様です。オンラインによる学習や学校行事
の中止、規模縮小、部活のあり方など大きく変化
しました。
　県は、公立小中高生の不登校が２年連続最多を
更新し、その大きな原因が新型コロナ感染拡大で
あると分析しています。
　本町も昨年度より増加している実情ですが、家
庭や学校では「小さな心の悩み」を早期に発見し

対応していただき、地域に於いては「おはよう」
の声かけなど、子どもたちの成長を温かく見守っ
て参りたいものです。

◆議会報編集委員会
委 員 長	 落司　道子
副委員長	 水口　孝俊
委　　員	 川越　裕子・久本　晃
	 久保　勇太
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